
る
の
は
衛
生
兵
で
あ
る
。
負
傷
者
に
と
っ
て
も
、
戦
闘
員
に
と

っ
て
は
助
け
の
神
と
頼
ら
れ
る
の
が
衛
生
兵
で
あ
っ
た
。
自
ら

負
傷
し
た
都
築
氏
の
衛
生
兵
魂
が
あ
っ
て
こ
そ
、
衛
生
兵
は
兵

か
ら
頼
ら
れ
る
小
隊
の
軍
医
な
の
で
あ
る
。

応
召
、
大
作
戦
に
参
加
、

労
苦
の
思
い
出
　 

愛
知
県
　
吉
田
新
一
　 

昭
和
十
二
年
八
月
、
支
那
事
変
勃
発
、
毎
日
の
よ
う
に
応
召

が
あ
り
、
わ
が
村
か
ら
も
次
々
と
お
国
に
の
た
め
に
出
征
兵
士

を
送
り
出
し
た
。
昭
和
十
六
年
に
は
大
東
亜
戦
争
に
突
入
、
翌

年
十
月
十
四
日
に
令
状
を
受
け
、
二
十
八
歳
で
初
年
兵
と
し
て

輜
重
兵
第
三
連
隊
に
入
隊
、
第
二
中
隊
■
隊
で
、
毎
日
の
訓
練

に
苦
労
し
た
。

い
よ
い
よ
五
十
五
日
の
検
閲
。
早
朝
五
時
出
発
、
名
古
屋
の

東
山
よ
り
守
山
小
幡
ケ
原
と
演
習
し
、
夕
方
五
時
帰
隊
、
一
通

り
の
検
閲
は
終
了
し
た
。
秘
密
裏
に
中
国
方
面
に
出
征
す
る
こ

と
に
な
り
、
二
日
間
の
休
養
で
私
宅
に
帰
り
、
い
つ
出
発
す
る

か
秘
密
で
あ
る
た
め
連
絡
は
で
き
な
い
が
「
出
発
間
違
い
な

し
」
と
誓
い
、
留
守
中
は
皆
元
気
で
暮
ら
す
よ
う
に
い
っ
て
帰

隊
し
た
。

十
二
月
十
七
日
、
中
国
幸
第
三
七
一
一
部
隊
に
向
か
っ
て
真

夜
中
に
部
隊
を
出
発
、
機
密
の
中
に
も
お
見
送
り
多
数
。
名
古

屋
駅
に
向
か
っ
て
い
た
途
中
、
納
屋
橋
に
て
小
休
止
、
親
戚
衆

一
同
の
お
見
送
り
を
受
け
、
名
古
屋
駅
よ
り
列
車
に
乗
り
宇
品

港
に
到
着
。
十
八
日
に
出
港
、
波
高
い
玄
界
灘
で
は
二
十
分
後

に
大
波
が
打
ち
寄
せ
、
三
千
名
乗
組
み
の
輸
送
船
も
木
の
葉
の

よ
う
で
前
に
進
め
ず
、
全
員
船
酔
い
、
食
事
を
取
る
兵
は
ほ
と

ん
ど
な
し
。
約
十
時
間
後
に
前
方
に
島
が
見
え
て
き
た
。
お
そ

ら
く
と
想
像
し
た
釜
山
港
で
し
た
。

上
陸
と
同
時
に
貨
車
に
乗
り
北
支
回
り
の
た
め
、
夜
中
に
小

便
が
し
た
く
と
も
戸
は
開
き
ま
せ
ん
。
北
支
の
十
二
月
は
零
下

何
十
度
で
戸
は
凍
り
つ
い
て
い
ま
す
。
貨
車
の
中
で
用
便
を
済

ま
せ
た
。
夜
が
明
け
、
日
が
射
し
て
く
る
と
貨
車
の
屋
根
よ
り

凍
り
付
い
た
氷
が
溶
け
て
ポ
ツ
ポ
ツ
と
落
ち
て
き
た
。
着
い
た

と
こ
ろ
は
浦
口
の
港
。
夕
方
、
対
岸
の
南
京
に
上
陸
、
城
内
で



二
日
間
の
休
養
、
翌
日
漢
口
目
指
し
揚
子
江
を
上
り
、
二
十
六

日
に
漢
口
に
上
陸
、
無
蓋
貨
車
に
乗
り
廣
水
駅
着
。
休
む
間
も

な
く
徒
歩
に
て
湖
北
省
応
山
輜
重
連
隊
着
。
応
山
南
門
街
連
隊

本
部
の
営
庭
に
集
合
。

そ
の
時
は
第
三
次
大
別
山
作
戦
の
留
守
隊
長
・
松
崎
中
尉
殿

受
領
。
早
速
、
装
具
を
そ
の
場
に
置
か
せ
、
中
尉
殿
い
わ
く

「
裏
山
の
あ
の
望
楼
を
回
っ
て
早
い
も
の
よ
り
一
列
に
並
べ
」

と
指
示
あ
り
。
息
絶
え
絶
え
に
て
前
よ
り
二
番
目
に
並
ん
だ
次

第
で
す
。

全
員
帰
着
後
、
前
よ
り
五
名
は
そ
の
場
に
残
り
、「
あ
と
の

全
員
は
装
具
を
付
け
、
各
中
隊
よ
り
受
領
に
来
て
い
る
上
官
の

指
示
に
従
い
命
令
を
受
け
よ
」
と
て
、
各
中
隊
に
引
率
さ
れ
て

行
き
ま
し
た
。
後
に
残
っ
た
五
名
の
兵
隊
は
「
本
部
の
一
員
と

し
て
残
り
、
一
生
懸
命
勉
強
し
、
体
に
気
を
付
け
、
連
隊
本
部

の
た
め
頑
張
れ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
残
留
一
分
隊
（
深

谷
分
隊
）
に
編
入
さ
れ
、
翌
日
よ
り
教
育
訓
練
な
ど
忙
し
い
毎

日
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
十
六
日
、
大
別
山
作
戦
よ
り
帰
隊
し
た
戦

友
の
衣
服
の
洗
濯
、
食
事
の
世
話
、
後
片
付
け
の
繰
り
返
し
で

あ
っ
た
。
四
、
五
日
後
よ
り
応
山
東
門
街
の
教
育
隊
（
一
中
隊

長
の
事
件
に
て
下
士
官
以
下
兵
ま
で
営
倉
と
同
じ
刑
に
て
入
倉

中
）
に
本
部
よ
り
毎
日
衛
兵
勤
務
で
あ
っ
た
。
営
倉
内
は
古
参

兵
故
に
緊
張
の
連
続
で
し
た
。
二
月
一
日
よ
り
江
北
殲
滅
作
戦

に
初
め
て
参
加
。
毎
日
が
寒
く
て
馬
と
共
に
苦
労
し
た
。
四
キ

ロ
行
進
し
十
分
間
の
小
休
止
、
馬
に
水
を
与
え
、
昼
食
と
も
な

れ
ば
馬
と
共
に
監
視
す
る
。
昼
食
を
取
る
時
間
も
な
い
。
四
〇

キ
ロ
行
軍
、
や
っ
と
宿
営
。
ゆ
っ
く
り
休
め
る
と
思
う
が
、
夜

は
分
隊
の
馬
の
手
入
れ
、
後
片
付
け
、
夕
食
が
終
わ
れ
ば
不
寝

番
な
ど
、
毎
日
毎
日
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
寒
い
間
の
江
北
作

戦
も
終
わ
れ
ば
、
三
十
一
日
に
応
山
本
部
に
帰
着
、
馬
の
手
入

れ
。
翌
日
は
古
参
兵
の
被
服
の
洗
濯
、
そ
の
夜
は
衛
兵
。
体
の

弱
い
兵
は
皆
病
院
行
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
輜
重
隊
、
作
戦
時
に
は
歩
兵
に
前
衛
、
後
衛
、

左
右
側
兵
に
護
衛
さ
れ
行
動
し
た
が
、
い
よ
い
よ
自
隊
で
独
断

行
動
せ
よ
と
司
令
部
よ
り
命
令
を
受
け
、
四
月
十
六
日
、
江
南

作
戦
出
発
と
同
時
に
毎
日
輸
送
す
る
の
に
苦
労
し
た
。
四
〇
キ

ロ
進
ん
で
宿
営
、
良
民
の
家
の
中
で
火
を
焚
き
、
衣
服
を
乾
か

し
、
翌
朝
出
発
時
に
は
半
乾
き
の
そ
れ
を
着
て
出
発
、
二
十
三



キ
ロ
行
軍
す
れ
ば
ま
た
ず
ぶ
濡
れ
で
あ
る
。
敵
弾
は
雨
が
降
る

よ
う
に
飛
ん
で
く
る
。
小
銃
分
隊
は
応
戦
す
る
。
夜
は
渡
河
。

馬
を
対
岸
に
渡
し
、
ま
た
戻
り
船
に
装
具
を
積
み
込
み
、
向
こ

う
岸
に
着
く
と
寒
い
た
め
、
岸
辺
に
お
い
て
焚
き
火
し
暖
を
取

り
、
濡
れ
て
い
る
軍
服
を
着
て
荷
物
を
積
載
し
出
発
す
る
。
一

日
に
二
度
も
渡
河
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
雨
期
で
も
あ
り
、
他

の
部
隊
の
と
こ
ろ
は
通
ら
ず
、
畑
で
あ
ろ
う
と
道
な
き
と
こ
ろ

を
行
軍
す
る
。

雨
が
降
る
の
で
馬
共
々
被
服
は
土
ま
み
れ
、
宿
営
地
に
着
け

ば
馬
の
水
洗
い
、
軍
服
も
水
洗
い
し
、
良
民
の
家
の
中
で
焚
き

火
し
、
周
り
に
は
積
載
品
、
軍
服
は
戦
友
と
二
人
で
し
ぼ
り
、

縄
を
張
り
乾
か
す
。
当
番
兵
は
夜
一
睡
も
せ
ず
乾
か
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
宿
営
地
に
着
く
と
各
分
隊
ご
と
に
炊
事
を
し
て
食
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
カ
月
間
の
作
戦
も
終
わ
り
、
応
山
本
部
に
帰
る
な
り
功
績

主
事
・
服
部
中
尉
殿
の
当
番
兵
を
受
け
、
上
官
に
報
告
、
勤
務

い
た
し
ま
し
た
。

七
月
十
日
よ
り
江
蘇
省
鎮
江
か
ら
補
充
馬
■
に
中
尉
と
共
に

馬
の
教
育
に
出
張
し
た
。
十
月
十
日
に
教
育
を
終
え
、
本
部
に

帰
っ
た
の
が
十
八
日
。
常
徳
作
戦
に
本
部
は
十
四
日
に
出
発
し

て
お
り
、
帰
隊
次
第
追
及
す
る
よ
う
命
令
が
出
て
い
た
の
で
装

具
を
整
え
、
二
十
二
日
に
追
及
す
べ
く
出
発
し
た
。
本
部
は
一

日
四
〇
キ
ロ
追
及
す
る
に
は
五
〇
キ
ロ
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
非
常
に
苦
労
し
た
が
、
本
隊
に
追
及
し
安
堵
し
ま
し
た
。

常
徳
作
戦
は
情
況
が
非
常
に
悪
く
、
敵
弾
は
雨
■
の
ご
と
く
飛

ん
で
き
た
。
行
軍
中
、
山
に
入
り
五
日
間
も
食
糧
は
な
く
、
草

を
食
べ
木
の
根
を
か
じ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
九
日
、
最
後
の
長
い
湘
桂
作
戦
に
突

入
、
応
山
出
発
。
廣
水
、
漢
口
、
漢
陽
、
長
沙
、
衡
山
、
衡
陽
、

東
陽
、
零
陵
、
全
縣
、
道
縣
、
桂
林
、
柳
州
、
宜
山
、
思
恩
と

応
山
出
発
以
来
八
カ
月
の
大
作
戦
、
湖
北
省
、
南
支
の
廣
西
省

南
寧
に
お
け
る
警
備
や
特
務
班
と
し
て
勤
務
し
、
良
民
証
の
係

を
受
け
持
ち
、
良
民
た
ち
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二

十
年
三
月
ま
で
、
南
寧
、
反
転
作
戦
、
衡
山
県
天
門
前
に
て
負

傷
、
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
る
が
両
足
が
負
傷
で
あ
っ
た
た
め

歩
く
こ
と
も
で
き
ず
残
念
で
し
た
。
今
も
お
国
の
た
め
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。



【
解

説
】

第
三
師
団
■
重
第
三
連
隊
に
召
集
さ
れ
た
執
筆
者
が
中
支
の

駐
屯
地
に
到
着
し
た
の
は
第
三
次
大
別
山
作
戦
中
の
留
守
で
あ

っ
た
と
い
う
。
第
三
師
団
は
第
十
一
軍
隷
下
の
作
戦
部
隊
で
あ

る
か
ら
、
数
多
く
の
戦
闘
に
参
加
し
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
九

月
、
呉
淞
鎮
（
上
海
）
上
陸
以
来
、
上
海
付
近
の
会
戦
、
南
京

攻
略
戦
、
徐
州
会
戦
、
■
東
会
戦
、
宜
昌
作
戦
、
予
南
作
戦
、

長
沙
作
戦
、
確
山
作
戦
、
第
二
次
長
沙
作
戦
、
浙
■
作
戦
、
大

別
山
作
戦
と
続
く
。
そ
の
大
別
山
作
戦
は
、
昭
和
十
七
年
十
二

月
十
日
～
十
八
年
一
月
十
六
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

吉
田
氏
の
初
陣
「
江
北
殲
滅
作
戦
」
は
、
第
十
一
軍
が
漢
口
、

岳
州
、

沙
市
を
連
ね
る
揚
子
江
北
岸
三
角
地
帯
の
敵
を
覆
滅
し
、

王
頚
哉
第
一
二
八
師
長
を
捕
獲
し
、
一
部
を
以
て
沙
市
対
岸
及

び
石
首
、
華
容
付
近
の
江
南
要
域
を
新
た
に
占
領
し
た
作
戦
で

あ
る
。
本
作
戦
は
第
十
一
軍
の
昭
和
十
八
年
最
初
の
作
戦
で
あ
る
の

で
、「
一
号
作
戦
」
あ
る
い
は
一
部
で
は
「
湖
北
作
戦
」
と
も

称
さ
れ
て
い
る
。

参
加
主
要
部
隊
は
第
十
三
師
団
（
鏡
）
主
力
、
第
三
十
四
師

団
（
椿
）
南
昌
西
方
地
区
行
動
、
第
四
十
師
団
（
鯨
）
主
力
、

第
五
十
八
師
団
（
廣
）
主
力
で
あ
る
。
第
三
師
団
は
「
塘
支

隊
」
が
参
戦
し
て
い
る
。
支
隊
の
編
制
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

支
隊
長
　
第
三
歩
兵
団
長
　
少
将
　
塘
　
真
策

歩
兵
第
六
連
隊
（
第
二
大
隊
欠
）

、
歩
兵
第
六
十
八
連
隊

第
三
大
隊
、
野
砲
兵
第
三
連
隊
第
一
大
隊
（
一
個
中
隊

欠
）

、
工
兵
第
三
連
隊
第
一
中
隊
。
ほ
か

第
三
十
九
師
団
（
藤
）
よ
り
両
角
支
隊

独
立
混
成
第
十
七
旅
団
（
峯
）
よ
り
歩
兵
二
個
大
隊
基
幹

第
六
十
八
師
団
（
檜
）
よ
り
独
立
歩
兵
第
六
十
一
大
隊

軍
直
属
部
隊
、
独
立
山
砲
第
二
連
隊
、
野
戦
重
砲
第
十
四

連
隊
一
部
、
独
立
野
戦
重
砲
兵
第
十
五
連
隊
一
部
、
独
立

工
兵
第
二
連
隊
、
独
立
工
兵
第
五
十
五
大
隊
、

飛
行
第
四
十
四
戦
隊
。

第
一
期
作
戦

塘
支
隊
は
二
月
初
旬
応
山
周
辺
の
各
駐
屯
地
を
出
発
、
徒
歩

行
軍
で
応
城
、
天
門
、
沙
洋
鎮
を
経
、
二
月
十
四
日
菫
家
場
に

集
結
、
作
戦
準
備
完
了
。



第
二
期
作
戦

塘
支
隊
は
余
家
埠
付
近
に
態
勢
を
整
え
、
二
月
二
十
一
日
薄

暮
同
地
出
発
、
暗
黒
の
中
を
田
圃
を
歩
き
水
流
を
渡
り
、
堤
防

を
上
り
下
り
し
つ
つ
北
門
街
、
満
部
頭
付
近
を
東
北
に
向
か
い

前
進
。
二
十
二
日
黎
明
、
万
福
寺
付
近
で
突
然
、
角
形
大
堡
塁

よ
り
迫
撃
砲
の
乱
射
を
受
け
る
。
簗
場
大
隊
は
保
塁
南
方
水
田

か
ら
攻
撃
を
開
始
し
た
が
、
敵
の
瞰
制
下
に
あ
る
た
め
、
第
九

中
隊
を
率
い
敵
前
を
斜
行
し
て
堤
防
方
面
に
移
り
、
手
榴
弾
戦

を
繰
り
返
し
た
末
、
〇
九
〇
〇
頃
同
堡
塁
を
占
領
す
。

大
隊
は
引
続
き
北
口
街
の
敵
陣
地
を
撃
破
し
東
進
、
同
夜
陳

家
祠
堡
塁
を
占
領
し
、
捕
虜
八
〇
名
の
ほ
か
迫
撃
砲
、
重
・
軽

機
多
数
を
鹵
獲
、
さ
ら
に
東
進
。
こ
の
間
、
支
隊
主
力
方
面
に

お
い
て
二
十
三
日
ま
で
に
満
頭
、
李
家
■
、
三
聖
巷
の
各
堡
塁

を
攻
略
し
た
。

支
隊
は
さ
ら
に
南
側
地
区
を
、
主
力
は
府
場
、
謝
仁
口
に
沿

う
地
区
を
攻
撃
。
簗
場
大
隊
は
二
十
三
日
施
家
漢
突
入
、
二
十

四
日
謝
仁
口
を
占
領
し
峯
口
方
面
に
対
す
る
包
囲
態
勢
を
完
整

し
た
。
軍
は
峯
口
を
占
領
し
、
第
四
十
師
団
は
二
十
五
日
、
戴

市
東
方
約
二
キ
ロ
付
近
で
王
師
長
を
捕
ら
え
た
。
作
戦
開
始
以

来
二
月
二
十
六
日
ま
で
に
判
明
し
た
戦
果
は
、
遺
棄
死
体
二
二

〇
〇
、
俘
虜
三
七
五
〇
、
迫
撃
砲
三
〇
、
重
機
一
六
、
そ
の
他

を
鹵
獲
し
た
。
第
三
次
作
戦
後
、
支
隊
は
二
月
二
十
八
日
朝
、

府
場
付
近
か
ら
反
転
し
、

三
月
四
日
監
利
西
側
地
区
に
集
結
し
、

次
期
作
戦
を
準
備
し
た
。

以
上
が
吉
田
氏
が
初
め
て
参
加
し
た
江
北
殲
滅
作
戦
に
お
け

る
第
三
師
団
関
係
の
概
要
で
あ
る
。

わ
た
し
が
一
番

き
れ
い
だ
っ
た
と
き
　 

山
口
県
　
土
網
輝
男
　 

一
、
宇
品
港
で
の
姉
と
の
別
離

広
島
在
住
の
姉
・
邦
子
は
入
隊
以
来
、
毎
日
曜
日
の
面
会
時

間
に
は
必
ず
不
自
由
な
配
給
食
品
の
中
か
ら
作
っ
た
「
お
は

ぎ
」
の
差
し
入
れ
を
し
て
慰
め
励
ま
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
郷

土
部
隊
在
留
も
わ
ず
か
の
期
間
で
、
外
地
出
陣
の
命
で
部
隊
は

宇
品
港
に
向
か
う
。




